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概要

高分子材料について恒温恒湿槽内での引張応力緩和特性の評価を行います。

恒温恒湿槽内での引張応力緩和試験

Cat.No 3E2J-262-00-230427

高分子材料は、応力緩和(時間経過に伴う応力の低下)を示すことが知られています。当社では、恒温恒湿槽内で薄フィル
ム状試験片(厚さ25μmまで)の引張負荷中の応力緩和挙動を測定・評価できます。

図1 試験機外観 図2 試験機仕様

試験環境・試験条件・試験事例

試験状況を図1に示します。試験機仕様を図2に、応力緩和の模式図を図3に、応力-時間曲線を計測した事例を図4に示し
ます。図1では、一定の応力に到達後に変位を一定にして応力の時間経過を評価しています。図4の応力-時間曲線では、
時間経過に伴い、応力の低下が観察され、応力が高い方が応力の緩和が大きいことが確認できます。

フィルム
サンプル

試験機容量：±20kN(ロードセル500N、20kN)
湿度制御を行わない場合 -40℃～100℃
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図3 応力緩和の模式図
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材質： PENフィルム(膜厚25μm) 試験片形状：ダンベル2号
初期応力：80MPa、40MPa 試験環境： 40℃、50％rh
試験速度：10 mm/min

図4 PENフィルムの応力-時間図例


